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令和２年度広島かき生産出荷指針について 
 

令和２年９月 3 0 日 

水 産 課 

 

１ 要  旨 

  令和元年度の生産出荷動向を踏まえ，安全で高品質な「広島かき」の生産出荷を図るため，

「令和２年度広島かき生産出荷指針」を定めた。 

 

２ 令和元年度の生産出荷状況 

広島かきの身入りは，漁期を通じて平年を下回って推移し，今期の平均むき身重量は，15.4g

となり，平年の 98％となった。 

広島かきの生産量は，漁期前半から中盤までは高水温の影響による成育不調により，出荷が

振るわず，平年を下回る状況が続いた。漁期後半の３月以降は，徐々に持ち直したが，16,100

トンとなり，平年の 83％となった。（図１） 

生産額は，平均単価が平年を上回ったため，生産量ほどは落ち込まず，151 億円となり，平

年の 88％となった。（図２） 

 

区    分 

令和元年度 

平成 30 年度 平 年 
 

対前年度 

（比率 ％） 

対平年 

(比率 ％) 

平均むき身重量（g） 15.4 
－1.6 

(91) 

－0.3 

(98) 
17.0 15.7 

生 産 量    （トン）  16,100 
－1,300 

(93) 

－3,190 

(83) 
 17,400 19,290 

生 産 額    （億円） 151 
－18 

(89) 

－21 

(88) 
169 172 

平均単価（円/kg） 934 
－36 

(96) 

+39 

(104) 
970 895 

  ※生産量：むき身重量と殻付きをむき身重量に換算した合計値  

※平年：H21～30 年平均値 

 

３ 令和２年度生産出荷重点推進項目 

（１）むき身生産量２万トンの維持 

シーズンを通じて身入りの良いかきの生産出荷を推進することで，生産目標 20,000 トンの

達成をめざす。 

（２）環境にやさしい持続的な養殖への取組の推進 

   養殖資材の流出防止を徹底するとともに，水産エコラベルの取得を推進することで，環境

にやさしい持続的な養殖をめざす。 

（３）HACCP を導入した衛生管理の強化 

     安全・安心な広島かきを出荷するため，HACCP を導入した衛生面での自主管理を推進する

ことで，記録に基づく衛生管理体制をめざす。 
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図１ かきむき身生産量の推移 
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図２ かき生産額及び平均単価の推移 
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